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　『理科系の作文技術』の著者は木下是雄氏。この本は、広い意味での理科系の、わかい研究者・技術者と学生を読者の対象として書かれたものである。この本の意図は、読者が仕事（あるいは勉学）でものを書くときに役立つような表現技術のテキストを提供したい、というものだ(*1)。

　題名の中に、『理科系の作文』とあるが、そもそもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・・・・),理科系の作文)とは何を指すのか。理科系の人々が書くものは、実験ノートやレポート、講義や講演を聞いてつくるノート、答案などさまざまであるが(*2)、この書物では、理科系の人が仕事のために書く文章で、他人に読んでもらうことだけを目標とするものだけを対象として取り上げている。それらの文章を著者は、仕事の文書と呼ぶことにしている(*3)。理科系の作文の特徴として著者は、読者に伝えるべき内容が事実と意見に限られているものとし、さらに、事実と意見をしっかりと区別した上で、それらを順序よく、明快・簡潔に記述することが、理科系の仕事の文書を書くときの心得としている。
　ではどのように事実と意見を区別したらいいのか。そもそも事実とはなにか。意見とはなにか。著者はこのふたつ(*4)を

事実：自然に起こる自称や自然法則；過去に起こった、人間の関与した字事件などの記述で、然るべきテストや調査によって真意を客観的に確認できるもの
意見：推論や判断；あるいは一般に自分に考え、あるいは感じて到達した結論の総称
と定義している(*5)。そして事実と意見を区別するときの心得として、
· 事実を書いているのか、意見を書いているのかをいつも意識して、両者を明らかに区別して書く。書いたあとで、逆にとられる心配はないかを入念に読み返す

· 事実の記述には意見を混入させないようにする
―――――――――――――――――――――――――――――――
・(*1)p3参照
・(*2)p5の表1.1の中の一部

・(*3)p5

・(*4)p151表8.2を参照し、漢字の使い方に注意した

・(*5)p104~105

ここでいう推論や判断について、著者は、

推論：ある前提に基づく推理の結論、または中間的な結論

判断：ものごとのあり方、内容、価値などをみきわめてまとめた考え

と定義している。

をあげている。事実と意見を区別できれば、あとはそれを組み立てていくだけである。事実の記述は、一般的ではなく特定的に、また漠然とした記述ではなくはっきりと、抽象的ではなく具体的に書くほど、読者に訴える力が強い(*6)。くり返しになるが、理科系の仕事の文書は、他人に読んでもらうことだけを目標とするもの、であるから、読者に訴える力が強いほど、よりいい文章ということができる。
　また、理科系の仕事の文書を書くときの心得の中に、『明快・簡潔に記述すること』とあるが、著者はこれをおこなう(*7)にあたって、パラグラフ・はっきり言い切る姿勢・わかりやすく簡素な表現、の３つに焦点を当てている。以下、この３項目について簡潔にまとめる。
・パラグラフ(*8)
読みやすく、そして要点をつかみやすくするための技術の一つ。パラグラ　　　　　　　　　フを構成するときの条件として、「トピック・センテンスが含まれている」があげられる。トピック・センテンスとは、何について何を言おうとしているのかを一口に、概論的に述べた文である。パラグラフの中にトピック・センテンスを書いたら、その他の文は、トピック・センテンスを具体的に、くわしく説明するもの、あるいは、そのパラグラフと他のパラグラフとのつながりを示すものでなければならない。
・はっきり言い切る姿勢(*9)
　　日本人は他国の人々と比べると明言を避けたがる傾向にある。これは地理的関係・文化的背景などさまざまな要因があげられるが、こと理科系の仕事の文章を書くに当たっては、明確な主張がすすめられる。不明確ではなく明確のほうが読者に訴える力が強いからだ。より明確にするのに必要な技術がはっきり言い切る姿勢である。日本人は無意識のうちにぼかしたことばを使ってしまうが、それが本当に必要なのかどうかを吟味する習慣を確立することで、文章はずっと明確になる。
　

―――――――――――――――――――――――――――――――

・(*6)p101~117
・(*7) (*4)に同じ

・(*8)p58~74
・(*9)p89~100

・わかりやすく簡素な表現(*10,11)
1、 文は短く：文を頭から順々に読み下してそのまま理解してもらうため

2、 格の正しい文を：ことば同士の関係がきちんとたもたれた文
3、 まぎれのない分を：一義的にしか読めない文を書くようにする

4、 読みやすさへの配慮：能動態の文を書く。区切り記号を使う

スッキリと筋の通ったものを書けるかどうかは、自分の書いたものを厳しく見直す能力と、何度でも書き直す根気にかかっている(*12)
―――――――――――――――――――――――――――――――

・*10)p118~150

・(*11)併記の方法についてp140~142参照

・(*12)p53

・表題について(p32)

・ヘッダー部の日付について(p153）
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